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中高年者の ための 質問紙 に よ る体力 自己評価の信頼性 と妥当性
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Abstract

　　　The　purpose 　of 　thisstudy 　was 　to　confirm 　the　reliabili し｝ and 　validity 　of　a　physica ［fitness　ques．

Lionna ［re （PFQ ）with 　self
−rating 　fur　elderb ・people　applying 　structural 　equation 　modehng （SEM ）．As

subjects ，105　conlnlunity −dwe ］ling　older 　men 　and 　wome 【1　 aged 　67．1± 6．1years　pardcipated 　in　the

studv 　to　 nleasure 　 13　PFQ 　itemsand 　 l3　performance 　tests．　The 　data　 ana 【ysis 　procedures 　 were 　 as

follows・a ｝testing　reliability 　 of　PFQ ；b）testing　of　construcL  
・
alidity 　of 　PFQ 　ushlg 　exploratory 　fac・

しor 　analysis （E ドA ）a囗d　co 冂firmat〔〕ry 　fact〔｝r　anatysis （CFA ）；c ＞tes仁ing　of　criterion
−
related 　validity

of　PFQ 　to　the　performance 　tests　using 　SEM ；d）Lesting　of 　correlaUons 　of 　the　PFQ 　te　walking 　ability

using 　SEM ．　Cronbach
’
s　 a［phacoefficienし for　consistency 　reliability 　of 　the　PFQ 　was ．83，　Four　com ．

mon 　factors　c）f　musclestrength
−
power ，　endurance ．　coordination ，　a 囗d　flexib凵ity　were 　extracted 　in

EFA ，The 　high　 anden 〔，ugh 　go 〔，dness　of　flt　lndices 　Mlere 　obtained 　in　the　confirmatory 　factor　struc ．

ture　 mode 【，　 and 　 in　 each 　 sub
−domain　 of 　 crlterion

−
related 　 validity 　t  perfこ）rmance 　tesLs　 and 　 correlaLion

to　walking 　ability 　models ．　The　eriterior1
−
rela しed 　validity 　coe “icient　c）f　muscle 　sLrenRth 　and 　power

was ．77．　followed　by ．66　for　endurance ．．59　for　coordination 　 and ．82　for　nexibihty ．　The 　correlation

coefficient 　Qf 　muscle 　 strength 　and 　power 　t〔エ walking 　abihty 　 wus
− ．51，fo［［owed 　by − ，58　for　coor ．

dination、一．43　for　endurance 　 a 冂 d − ．28　f〔♪r　nex［bi1Lty、　Th 巳 se 　resulLs 　indicaしed 　that しhe　PFQ 　consist −

ingof　l3　itemsand 　4　sub
−dQmalns 　satisfied 　reliabiHty 　and 　constru 〔t　validity 　although 　criterion

−

related 　validity 　to　performance しests 　 was 　illsuff主cient ，　It　was 　concluded 　that　the　PFQ 　is　of しLseful 　for

physlcal 　fitness　checking 　of　e！der1｝’people ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Jpn、J．　Phys 、　FiLne ∬ Spc）rts　Med ．2003，52　Suppl ：225〜236）
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1．緒 口

　　高齢社会 を迎 えた今 日 に お い て ，高齢期の 日常

生活にお ける主体的な健康増進活動が重 要な課題

とな っ て い る ．日常生活で は
， 自宅で 体温や血圧

が簡易 に 測定 で きる の と同 じ よ うに ， 工 日 の 身体

活動量，健康の 基礎 となる体力や歩行能力など に

つ い て 簡易に把握で きる こ とが 望 まれ る．ス ポ
ー
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ツ ラ イ フ に 関する調査200026＞で は
， 週 2 回以上 ，

1 回30分以上
， 運動強度がや や きつ い 水準で 活動

して い る 60歳代 男 女 は 14．4％， 70歳代 男女 は

13．7％ で あっ た．日常生 活に お い て 健康の 維持増

進を目的とした運動習慣を確立 して い る高齢者は

人凹比率が少 な い もの の
， 積極的に運動教室や体

力測定会 に参加 し，定期的に 自身の 体力チ ェ ッ ク

を実施 して い る．高齢者の 大部分は在宅型の 生活

者 であ る の が 現状 で ある
21）こ とを考慮する な ら

ば
，

地域在住の す べ て の高齢者が 健康の 基礎 とな

る体力つ くりの ため の体力チ ェ ッ クを主体的に実

践するため に は，在宅で も実施可能な簡易な形式

の体力チ ェ ッ ク方法の 開発が必要 で ある．

　高齢者用 の パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トに よる簡易な

体力テ ス トは地方自治体 にお ける健康増進施策で

使用する こ とを念頭に お い て お り，生活機能の 維

持 ・増進の た め に 高齢者が 自身の 体力 レ ベ ル （運

動お よ び呼吸循環機能〉の優劣 を客観的 に評価 で

き
，

テ ス ト結果か ら 見出さ れ た 問題 点を 自分で認

識 し，
’
修正 で きる こ と を想定 して い る

20）． しか

しなが ら， 最大努力運動 によ るパ フ ォ
ーマ ン ス テ

ス トを用 い た体力テ ス トの 実施は高齢者に は 身体

的に大 きな負担 とな り，けが をする可能性が高 く

なる．特に後期高齢者お よび介護を必 要 とする よ

うな低体力者に と っ て は テ ス ト実施が困難で あ る

場合が多い ．一方，日常生活で の 歩行 は最 も基本

的な動作 で ，多 くの 体力要素 を網羅す る動作で あ

る こ とか ら
4 ’6’24 ’28 冒32）

， 歩行 を運動課題 とす る

パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トを用 い て体力を評価 する こ

とは後期高齢者および低体力高齢者に と っ て 身体

へ の負担が少な い と思 われ る．

　文部科学省新体力テ ス ト（65歳〜79歳対象〉に使

用 され て い る 日常生活活動 テ ス トは体力テ ス トの

安全 な実施を判定する た め に用 い られ
21＞

，体力

測定を意図して は い な い ．また，パ フ ォ
ー

マ ン ス

テ ス ト に よ っ て 同時に多 くの 高齢者の体力を測定

するに は 施設 と時間が必要で あ り，高齢者の 体力

特性を考慮 して 体力テ ス トが安全 に実施 され る た

め に十分 な人数の検者が必 要 とな る．こ の ような

現状を踏 まえ る と，パ フ ォ
ーマ ン ス テ ス トの代替

方法 と し て高齢者
一

人 で も実施で き る 質問紙テ ス

トを用 い て簡易に体力を測定し評価する こ とが期

待され る．質問紙 を用 い た体力テ ス ト法は定性的

（準定量的）評価法で あ り，個 々 人の 体力づ くりの

た め の 問題把握や効果評価 を目的 とした尺度 と し

て の 精度は低 くなる．しか しなが ら，簡易に使用

する こ とが で きるため に集団 の 特性 を評価 す る指

標 と して の 意義が大 きく， 幅広 い 体力水準 を有す

る 高齢者集団 を対象 と した運動疫学研究を実施す

る上 で 大 い に有用で ある と思 われる。

　先行研究で は
， 田中 ら

27）
は 成人 女性を対象に

して，全身持久力の 簡易評価の ため の 質問紙を作

成 し，質問紙か ら VO2peak を予測 し，健康群に

お い て 実測 VO2peak との 相関が 高 い こ とを示 し

て い る．金 ら
9）

は高齢女性の 日常生活 に お ける活

動動作 を全身の 移動，上肢 の 操作，手指の 操作，

起立 ・姿勢変換 に 分類 した質問紙 を作 成 し て い

る ．西嶋 ら
22）

は 筋力系，持久力系 ，調整力系 に

関す る質問紙 を作成 し，起居動作時 間 ・lem 歩

行時間
・
手腕作業量 で 測定さ れ る 生活総 合点 を妥

当基準 に して，体力 自己評価の 妥当性 を示 した．

　以上の こ とを踏まえて ， 本研究で は パ フ ォ
ーマ

ン ス テ ス トの 代替と して 質問紙による簡易体力チ

ェ ッ ク の 可能性 を検討するため に，構造方程式 モ

デ リ ン グ （共分散構造分析）の 枠組み で，パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トで 測定され る 各体力領域お よび歩行

能力 を妥当基準 と して ，質問紙体力テ ス トの信頼

性 お よび妥当性 を検証する こ と を目的 と した．

皿．方 法

　 A ．標 　本

　対象者は茨城県大洋村 に在住する52歳一80歳の

在 宅中高齢者，男性 40名 （69．0± 5．8歳），女性 65

名 （67．1歳± 6，1歳〉の 計105 名 （67．1± 6．1歳）で あ

っ た （表 1 ）、対象者全員に は事前 に研究の 目的お

よ び測定 内容 を文書に 基 づ き口 頭で十分 に説 明

し
， 書面 に て研究参加 の 同意 を得 た．本研究 プロ

ジ ェ ク トは筑波大学体育科学系の 倫理委員会の 承

認 を得 た ．

B ．体 力テ ス ト

妥当基準 とな る パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トを用 い た

N 工工
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Table 　 1、　 Sample　size ．

Sex 　　　　　　　　　Age　　　　　　　　Total

　 　 　 ＜；64　　65−74　　＞＝75

Male　　　　　8　　　25　　　 7　　　4e
Fema ［e 　　　　26　　　　32　　　　　7　　　　65

Total　　　　　 34　　　　57　　　　14　　　105

体力テ ス トは ，表 2 に示す よ うに
， 文部科学省新

体力 テ ス ト（65歳 〜79歳対象）
18）6 項目を中心 と

して ，筋力，持久力，柔軟性 ， 調整力，歩行能力

の 5領域を測定す る 13項 目か ら構成 され た ．筋力

領域は 握力，垂直 とび
，

立 ち幅 とび，上体起 こ し

の 4 項 目，持久力領域は 6分 間歩行 の み ， 柔軟性

領域は 文部科学省新体力テ ス トの テ ーブ ル 式長座

体前屈 とテ
ー

ブ ル を使用せ ず床上の メ ジ ャ
ーで 計

測す る床式長座体前屈の 2種類の 長座体前屈，調

整力領域は 開眼片足立ち ， 起立時間の 2 項 目， 歩

行能力領域 は 10m 障害物歩行，ラ ダ
ー歩行，ア

ッ プア ン ドゴ ー
，

8 の 字歩行 の 4 項 目で あ っ た．

　医師に よる問診 と血圧測定 で 体力テ ス ト当日 の

体調が安全で ある こ とを確認 した後
1）
，20分間の

ウ ォ
ー

ミ ン グ ア ッ プを実施 し ， 上体起 こ しと 6分

間歩行 は 1 回の み 測定 し
， 他 の す べ て の 項 目は 2

回測 定し，最良値 を採用 した．但 し，測定の 安全

性に 留意 し， 2 回 目の 測定実施は 対象者 の 自発的

意志 に基づ い て 実施 した．測定は屋 内で 実施 した．

6分 間歩行 は フ ロ ア
ー

マ ッ ト上の 50m 直線歩行

路に て実施 した．上 体起こ しは頭部保護の ため に

枕を使用 し，ス トレ ッ チ マ ッ ト上 で 実施 した．

　 C ．質問紙体力テ ス ト

　質問紙体力テ ス トは，筋力，持久力，調整力，

柔軟性 の 4 領域における 内容的妥当性 を満足す る

計20項 目か ら構成 され た．選択肢 に は 4 件法に よ

る回答形式を用 い た．尺度 の 天 井効果や フ ロ ア
ー

効果 などの 回答 に強 い 偏 りの ある項 目を削除 し ，

附表 1 に 示 され る ような 13項 目を選択 した．筋力

領域 の 項 目は逆立 ち，腕立 て伏せ ，立 ち幅跳び，

上体起 こ しの 4 項 目 ， 持久力領域の項 目 は けん け

ん とび，ウ ォ
ー

キ ン グ，ジ ョ ギ ン グ の 3 項 目，調

整力領域 の 項 目は開眼片足立 ち，前転，鞠 つ き，

縄跳 び の 4 項 目 ， 柔軟性領域 の 項 目は 立位体前屈

お よ び長座体前屈の 2 項 目 で あ っ た．

　 D ．統計解析

　ク ロ ン バ ッ クの α 係数を用 い て項 目間 の 内的整

合性 か ら質問紙体力テ ス トの 信頼性 を検討 した，

持久的テ ス ト項目である上体起 こ し，
6 分間歩行

を除 くすべ て の パ フ ォ
ーマ ン ス 体力テ ス トは 同 日

に 十分 な休息時間を取 り，
2 回実施 し

， 再テ ス ト

法
14 ＞

に よる信頼性係数 を算 出 した．パ フ ォ
ー

マ

ン ス 体力テ ス トは最大努力の結果得 られた成績 を

測定値 とする ため に，測 定値の 統計的安定性で あ

る信頼 度が 高い テ ス トに つ い て は 2 回実施 した最

良値 を採用 し，逆 に低 い テ ス トに つ い て は 2 回 の

平均値 を採用 した．すな わち，信頼度判定基準値

をO．5と し，信頼性係数が 0．7以上 の テ ス トで は 2

回 の 測 定値 の うち最良値 を
， 信頼性係数が 0．7未

満の テ ス トで は 2 回 の 測定値 の 平均値 を分析に用

い た．

　中高齢者 におけ る質問紙体力テ ス トの 妥当性検

証の 手続 きは，  構成概念の 検証，  基準関連妥

当性
5『13）

の 検 証 の 順 で 行 っ た ．構成概念妥当性

は
， 探 索的 因子 分析 と構 造方 程式 モ デ リ ン グ

（，t，u ，t。，。1，q。、ti。n 　m 。d，li。9 、 SEM ）
2 ・3・11 ・i4）

に

よ る検証的因子分析 を用 い て 検証 した．探索的 因

子分 析 に よ り得 ら れ た 因子 に準拠 し て
， 内容的妥

当性 に 基 づ い て 測定項 目を各因子 に配 置 し，検証

的因子構造 モ デ ル を構築 した．潜在変数（因子）か

ら観測変数 （測定項 目）へ の パ ス 係数を妥当性係数

と して用 い た．探索的因子分析は最尤 法を用 い て

因子 を抽出 し，固有値 1．0以上 ある い は 因子の 固

有値累積寄与率が 70％ 以 上 を説明する 因子数の い

ずれか の 条件で因子 数 を決定 し，（斜交）プロ マ ッ

ク ス 回転 を施 して ，因子 パ タ
ー

ン行列 を得た．観

測 変数 （測 定項 目）間の 相 関行列 は ピア ソ ン の 積率

相関係数に よ り算出 した．

　質問紙体 力テ ス トの 基準関連妥 当性 は
， 構造方

程式モ デ リ ン グ を用 い て パ フ ォ
ー

マ ン ス 体力テ ス

ト各下位領域 に対応す る質問紙体力テ ス ト各下位

領域 の妥 当性 を検証 した．また
， 各体力下位領域

を代表する項 目に つ い て パ フ ォ
ー

マ ン ス 体力テ ス

ト項 目に対す る質問紙体力テ ス ト項 目の 妥当性 を

検証 し た ．パ フ ォ
ーマ ン ス テ ス トお よ び質問紙体

力テ ス トの 両方 に 内容 的 に
一

致す る 項 目を選択
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し，筋力領域 は 上体起 こ し，持久力領域は 6分間

歩行，調整力領域は開眼片足立 ち，柔軟性領域は

長 座体前屈を用 い た．

　 観測 され た分散共分散行列か ら推定され る分散

共分散行列が
一意に定まる こ とをモ デ ル の 識別性

が 確保 され た と表現す る
33）

．モ デ ル の 識別 性 を

確保す る た め に，独立変数で ある潜在変数の 分散 ，

従属変数で ある潜在変数か ら観測変数へ の パ ス の

うち 1 つ
， な らび に誤差 変数か ら観測変数へ の 各

パ ス をそ れぞ れ 1 に拘束 し た．

　 モ デ ル にお ける パ ラ メ ー
タ推定には，構造方程

式 モ デ リ ン グの 応用的研究に お い て最 も多 く利用

さ れ て い る最 尤法 を用 い た
3D

．モ デ ル の 妥当性

は，測 定値か ら得 られ る分散共分散 （相 関）構造 と

モ デ ル か ら推定 され る分散共分散（相関構 造の く

い ちが い の 程度をもっ て検討 され る ．モ デ ル 適合

度指標に は
， 標本数に依存せ ず にモ デ ル の 評価が

可 能 な GFI （Goodness　of　fit　index），観測 変数 間

に 相関 を仮定 し な い 独立モ デ ル を比較対照 と して

モ デ ル を評価 す る NFI （Normed 　fit　index）と TLI

（Tucker−Lewis　index），
　 NFI の 標本数が 少ない 場

合 に過小評価する欠点お よび TLI の 評価 範囲 を

修正 した CF 工（Comparative　fit　index），モ デ ル の

複雑 さに よ る見か け上 の 適合度の 上昇を調整す る

RMSEA （Root　mean 　square 　error 　of　approxima −

ti。 n ），複数の モ デ ル 間 の 相対的 な比較 をす る際

に有効な AIC （Akaike　information　criterion ）， お

よ び Amos の 最小化基準で もある カ イ 2 乗値 （有

意確率）を用 い て ，総合的に モ デ ル 適合度 を判定

した
3’7’29− 31）

．GFI ，
　 NFI ，

　 TLI ，　 CFI は 1 に近

い ほ ど適合が良 く，経験 的 に 0，90以 上あ る い は厳

格 な 判 定 で は 0．95以 上 を 判 定 基 準 と す る ．

RMSEA
，
　 AIC は値が小 さ い ほ ど適合が 良い こ と

を示 す．RMSEA は 0．08以下 あ る い は厳格 な判定

で は0．05以 下 で 適合度が 良好で ある と判定する ．

　パ ス 係 数 ， 相関 （共分散）お よ び 分散の 有意性 の

検定に は
・一・．一

変量 ワ ル ド検定 （Amos 　4．OJ）を用 い

た．ワ ル ド検定は パ ス 係数の 推定値を標準誤差で

除 し た値 （標準得点）の 絶対値が 標準正規分布の 上

側2，5％点で ある 1．96以上 の ときに 5 ％水準で 有意

と な り ，
パ ス 係 数や 相 関係 数が ゼ ロ で あ る と い う

仮説が棄却 される．モ デ ル 修正 で は，統計的有意

性に 基 づ い て 変数間 の パ ス お よ び 相 関（共分散）を

削除 し，修正指標（Amos 　4．OJ）の 大き さと変数間

の 内容的妥当性 に基づ い て 変数間 の パ ス お よび相

関（共分散）を追加 した．修 1E指標は ，相関や バ ス

を仮定 して い な い 変数間に相 関や パ ス で仮定 した

場合 の カ イ 2乗値の 有意 な減少箇所 を示 す
31）．

また，GFI を中心 とした適合度指標 を用 い て モ デ

ル修正の 効果 を確認 した．統計的有意水準はす べ

て 5 ％ と した．修正 指標 に言及 して ，初期モ デ ル

の誤差変数間に 相関 を仮定す る こ とで カ イ 2 乗値

が有意な減少を示す モ デ ル の 中で ，内容的に 解釈

可能で あり有意性の 確認された相関 を追加 した モ

デ ル を最終 モ デ ル と した．

　以 ．ヒの 統計解析に は，Windows 版 SPSS 　ll．OJ

お よ び Amos4 ．OJ を使用 した ．　 Amos4 ．OJ で は

相 関（共分散）関係は 2 変数間の 双方向矢印で記述

する ，原因変数か ら結果 変数へ の パ ス は因果関係

性 を仮定 して お り，単方向矢印で 記述する．影響

の 程度 を示す統計量で ある パ ス 係数は矢印上 に示

され ， （偏）回帰係数に相 当す る．潜在変数を楕円，

観測変数 を長方形で表す．検証的お よ び 二 次因子

構造モ デ ル で は楕 円か ら長方形へ の パ ス係数は 因

子負荷量 に相当する．双方向矢印上 の 値は標準解

で は 変数問 の 相関係数 ， 非標準解で は 共分 散を示

す ．こ れ らの ル
ー

ル に したが っ て描写 された 因果

構造モ デ ル をパ ス 図 として示 した
718＞．

皿．結 果

　 A ．基本統計量

　 表 2 は質問紙体力テ ス bの基本統計量 と信頼性

係数 を示 して い る ．平均値間に有意な性差が認め

られた項 目は，筋力 ・筋パ ワ
ー
領域 の倒立 ，腕立

て 伏せ，立 ち幅跳び， E体起こ し，調整力領域 の

前転，柔軟性領域の 立位体前屈で あっ た．立位体

前屈 で は女性 の 平均値 の 方が男性 よ りも大 き く，

他 の すべ て の 項 目で は男性の 平均値の 方が女性 よ

りも大 きか っ た ．13項 目の 最大値 はすべ て 4 で あ

り，歩行持久力 と長座体前屈 の 最小値は 2 で あ り，

他 の すべ て の 項 目にお ける最小値 は 1 で あ っ た．

尖 度 の 絶対値 は 1。95が 最 大値 で あ り， 歪 度 の 絶対
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値は 1．60が最 大値 で あ り，すべ て の 項 目が 0．0に

近 い 数値 を示 した．全 13項目 で の ク ロ ン バ ッ ク の

α 係数は 0．83で あっ た ．領域 ごとで は筋力領域が

O．72，持久力領域 が0．74，調整 力領域が 0．64 ， 柔

軟性領域 が O．8ユで あ っ た．

　表 3 は体力テ ス トの 平均値，標準偏差お よび信

頼性係数 を示 して い る ．平均値 間に有意な性差が

認め られ た項 目 は ，筋力 ・筋パ ワ
ー領域 の 握力，

垂直跳び，立 ち幅跳 び，上体起 こ し，持久力領域

の 6分 間歩行 ， 調 整力領域の 10m 障害物歩行 ，

柔軟性領域の 長座体前屈
一床で あ っ た．長座体前

屈一床 は女性 の 平均値の 方が男性 よ り大 きく， 他

の す べ て の 項 目 で は 男性 の 平均 の 方が女性 よ りも

大 きか っ た．再 テ ス ト法に よる信頼性係数は上体

起 こ し， 6分 間歩行を除 くll項 目 の うち，開眼片

足立ちの 0，53を除 く10項 目すべ て にお い て
，
0．86

以上 の 高 い 値を示 した ．

　 B ，質問紙体力テ ス トの 因子構造

　表 4 に 示 され る ように 質問紙体力テ ス ト13項目

に お ける 探索的因子分析の 結果， 4 つ の 因子が抽

出 され た．最 も大 きな因子寄与を示 した第1因子

に は縄跳び
，

け ん け ん とび
，

ウ ォ
ー

キ ン グ
，

ジ ョ

ギ ン グ，鞠つ きの 5項 目が 高い 負荷量 を示 して い

た の で 持久力領域 と解釈 した．第 2 因子に は
， 腕

立て 伏せ ， ヒ体起 こ し，立 ち幅跳 び の 3 項 目が高

い 負荷量 を示 して い た の で 筋力領域 と解釈 した．

第 3 因子 に は
， 長座体前屈 ， 立位体前屈の 2 項目

が高い 負荷量 を示 して い た の で 柔軟性領域 と解釈

した．第 4 因．チに は
， 前転が高 い 負荷量 を示 して

い た の で 調整力領域 と解釈 した．

　図 ユは質問紙体力テ ス トの検証的因子分析の 標

準解を示 して い る．探索的 因子分析結果お よび内

容的妥当性に 基づ い て
， 筋力 ， 持久力 ， 調整力 ，

柔 軟性 の 4 領域を体力下位領域 （潜在変数）と して

Table　 2．　 Means ，　standard 　deviations　and 　reliabitity 　coefficients 　of　physical　fitness　questionnaire ．

Domain　　　　 Variable（1−4）a Ma ［e （N＝40）　　 Femele （N＝65）
M開n 　 　 SD 　　 Mean 　　 SD Mean 　 　 SD

　 Ali（N二105）　　　　　　　　　　　　　　　Reliabllity　b
Min　 Max 　 Skewness 　 　 Kurtosis 　 domain 　 　a 」1

Strength　end 　　Handstand

power 　　　　　 Push−ups
　 　 　 　 Standing 　longjump

　 　 　 　 Sit−u　5

44852323 1．261

：彊
O．85

513812221
：；鎮

1：li：
86511223

；．891
．ll

4444 1．060
、03

−O、16
−O．80

一〇46　　　0．72　　　0．83
−1、28
−020
−O．87

Enduranee　　　Hopping
　 　 　 　 Walking

　 　 　 　 Jo　in

5603330．750
、630
．931

：ll ．ll
2．8　 　 0．91

1：l　 l器　ll
2．9　　　　　0．92　　　　1　　　 4

一160
−0．99
−O．28

1．95　　　0．74
−O．27
−0．97

Coordination　 Foot　balanoe
　 　 　 　 Rope　sk 卩PPIng

　 　 　 　 Rolling

　 　 　 　 Ball　bounOln

1：l　 l：；i　 l：l　 l：19　　 1：l　 l麗
1：l　 l：ll　 l：l　 l：黌 ＊

　 1：l　 l．1？

4444 一1．31
−121
−0．54
−0．96

1齶 ゜64

−
1：驀

Flexib11ity　　　　Standlng　trunk 　fiexion
　 　 　 　 Sittin　tru冂k 刊exio 冂 §：早　　　　8：韋塁　　　　3：ま　　　　8：乙窪　　＊ 12331 ’

弱　ll
一〇．93
−035

0．43　　　0．81
−1．09

a ：Questionnaire　wl しh　4　choices ，　b ：Cronbach
’
s α coefficints ；  P ＜ 0．05 【Qr　difference　between　means ，

Table　 3，　 Means ，　standard 　deviaLlons 　and 　reliabi ［it］，　cc ｝efficien しs　of　physical 　fitness

　 performance 　tesしs．

Doma ［n Variable（un ［t） Male （N＝40）　　　　Female（N＝65）　　　 Reliability　a

Mean 　　　 SD　　　 Mean　　　 SD
Strength　arld　　Grip　stre 〔gヒh （kg）

power 　　　　　 Verticalj凵 mp （cm ）

　 　 　 　 　 Standing　Iongjump（cm ）

　 　 　 　 　 Sit−u　 s （times）
End 凵 ranoe 　　　6min 　walk （m ＞

37、4　　　　　7、0　　　　24．2
36．2　　　　　8．9　　　　28．8
157．6　　　　　28、6　　　　117．8
16．3　　　　　77 　　　　10．7

608，6　　　　 59．6　　　　580，2

5．0　　＊　　　　　0．95
6．1　 ＊　　　 086

23．0　 ＊　　　　 0、93
6．8　 ＊

61．8　 ＊

Flexibilトty　　　　 Sitting　trunk　flexien（cm ）

　 　 　 　 　 Sittin　trunk 　flexion−floor（em ）

36．7　　　　　9、0　　　　39．1
36、6　　　　　10，フ　　　　　44．4

6．8　　 　　 0．94
フ．8　　＊　　　　　0．97

Coordination　　　Foot　balance（s）
　 　 　 　 　 Stand−u 　time （s ）

97．1　　　　 39，3　　　　84．8　　　　 41．5
2．12　　　　0．フ3　　　　 2．36　　　　 0．69

305900

Walking　ability 　 10mhurdle 　walk （s）

　 　 　 　 　 Ladder　walk （s）

　 　 　 　 　 Up　and 　go （s ）

　 　 　 　 　 Fi　 ure　8　walk （s）

6．9　　　 1．2
4．4　　 　 0．55
4．2　　　 0．72

19．8　　　 4．2

7．44
．64
．320
．5

1．1　 ＊ 　　　　 0、91
0．66　　　　　　　Q．86
0，68　　　　　　　0．90
30 　 　 　　 　 0．94

a ： Test −retest 　rnethod ；  P＜ 0．05　for　dlfference　beしween 　means ．
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測定項 目（観測変数）を配置 し，検証的因子構造モ

デ ル を構成 した．モ デ ル 適合度は GFI＝0．922，

CFI ＝ 0．972，　 TLI ＝ O．962 と 0．90 以 上 の 値，

RMSEA ＝0．045と0．05以下 の値 を示 し，
カ イ 2 乗

値 は有意で は な く，良好な適合度 を示 し，質問紙

体力テ ス トの 因子構造モ デ ル は採択 さ れ た．

　下位 領域 間の 相関係 数は有意 で あ り，O．16〜

0，99と広範囲で あっ た ．柔軟性は 他の領域問 との

間に低 い 相関を示 した．調整力領域 の 開眼片足立

ちの パ ス 係数は 0．39と有意に 低 い 値 で あ っ たが
，

他 の 全 て の 項 目で は比 較的高い パ ス 係数 を示 し

た．因子 （潜在変数）か ら測定項 目（観測変数）へ の

Table　 4．　 Factor　structure 　of　physical　fitness　questionnaire．
Promax　rotated 　facter　 attern 　matrix

Variable　　　　　　　　　　　　　　　　　F1 F2　　　　 F3　　　　 F4
Rope　skipping
HoppingWalkingJoggingBall

　bounchg
Foot　balance
Push−upsSit
−upsStanding

　Iongjump

Sitting　trりnk 刊exion

Standing　trur膿k　fie乂iorb

RoほingHandstand

　 0．79　　．　　
’0．00　’：

．’≒O，02
ヒ

　 0，77　　：、　一α08　』　　　 0．03
　 0，70　　　　

一
α丁2　

．
　：

、：
．
α05

　 0．69　　
；

：　0．01・　　　ヲO，O弓．
　　　　　　 ．．『 

1
纏OJ　1　 0．46　　　　　0．26

．0，き35 ：∫　　qユα　．　　　覧0，08
−0．16．、　　　 0．88　　　ゴゴO．01
’
0．16 广　　　　0．57　　　、1：−O，06

　 　 　 　 0，42　　tt！「ρ．q寧
ノ
丿．O翼〕3・丁毒、．・

‘
．bLoO

’．
　　　O．99

℃ め3、　：
〕

　　一一〇．03
「
　
‘
　　　0，70

　　　
・’．、O．OI欧

『・・．0．02　．o．d4・：、．’
rO ．O

’
4
’
　，、　　．O．36　　　　尸α01

　 　 　 　 H2
ぞ 0；0隻．．1　 0．63
こ：O・0  　 0・59
．．Ve．68．　．　　 0．51
、．　
10FPO』

tt卜　　　0．48．
：O：i・2　・　　　0．30
、−OP4

、
、、　 0．13

　 b．60・　 　 0．81广
O、05 ，：　　　　0．36

嬲§18：囂
顛二〇1、：ゴ

．
　　　O．49

　 0，98　　　　　0．95．
．b「き8　：　　　0．28

Eigenvalue
Contrib凵tion　@（％

Gont 雨bution　 to 　tet

varia 冖 ce（

）

Dア
．5

．31 ．5　　　　　　1，5　　 　　　　1．1　　 　　　
6．811 ，6　　　　　11，5　　　　　　8．6　　　　
52．322 ，2　　　　　22．0　　　　　16 ．5　　　

100．0Factor 　correlatio
@mat  x Faer1

．

0．
0．

C5 F
F3F4Fl ：

duranGeF2 ： Strength 　

d　powerF3 ：Fl
ibilityF4 ：Cee

inatn1
．OOO ．1

@　　　1．OOO ．49　　　　　0．0

@　　　

A00 1，41 　　　　　 GF1＝，922　CFIニ．9フ2 　NFI
． 860 　 TU＝、 962 　　　　　A1C ＝ 136． 047 　RMSEA＝，045 ×2＝

．047 （p＝ 、133 ） Flgure 　1．　Confirmatory 　 factor 　structure　of　physical 　fitness 　
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パ ス係数はすべ て有意で あ り， 調整力領域か ら開

眼片足 立ちへ の パ ス 係数が最 も小 さ く0．39で あ っ

たが
， 各領域 ともに少 なくと も 1項 目は0．70以上

の パ ス 係数を示 した．

　C ．質問紙体力テ ス トの基準関連妥当性

　表 5 は
， 質問紙体力 テ ス トお よび パ フ ォ

ーマ ン

ス 体力テ ス トの 各下位領域 を代表する測定項 目間

の相関係数を示 して い る．各領域 で の 相関係数は

有意で あ り， 筋力 ・筋パ ワ
ー領域は0．58， 持久力

領域は 0．36，調整力領域は 0．65，柔軟性領域は 0．60

で あ っ た．

　図 2 は ， 各 ド位領域にお ける パ フ ォ
ー

マ ン ス 体

力テ ス トに対する 質問紙体力テ ス トの 基準関連妥

当性 を示 した モ デ ル である．筋力 ・筋パ ワ
ー領域

の モ デ ル の 適合度 は GFI ・＝ O．942
，
　 CFI ＝ 0．976，

NFI ＝O．934，　 TLI ＝O．960とO．90以上，　 RMSEA ＝

0．071とO．08以下 を示 し，カイ 2 乗値は有意で は

TabLe　5．　　Criterion−related 　 vaLidi しy　of　physlcal　fitness　questLonnaLre
　 　 items　to　performance しests ．

Domain 　 　　 　　 　　 　　 Questionnaire

Strength　and 　power　　 Sit−ups
End凵rence 　　　　　　　Walking

Coordinatien　　 　　 　　 Foot　baiance

FSexibility　　　　　　　　　　Sittlng　trunk　flexior1

Performanoe 　test

Sit−ups6min

　walk
Foot 　balanGe

SltUng　tr凵nk 　flexio〔

rO

、58
率

0．36 寧

0．65
率

0．6び
＊

： P ＜ O．05for　statistical 　 significance 　of　correlation 　coefficients ，

1

　

　

／
’

禪黛

GF ［＝．942　CFI；．976　NFI≡934 　TLI；．960
AIC ＝ 63．899 　RMSEA ＝．071 × 2＝25．899（p＝ ．076＞

］←  

 
…
＠

GFI＝．992　CFI＝ 1．000　NF【＝、981　TLI＝ 1．000
AIC＝24．064　RMSEA ＝．000 × 2；2．064（p；．724）

　　　
概

　　　

GFI ＝．929 　CFI＝，9ア8　NFI＝．937　TU ＝．967
A1C ＝ 77．485　RMSEA ＝、068 × 2＝ 35．485（p＝ ，062）

　 F｛gure 　2．　　Criterion−rela しed 　vahd 比y　of　physica ［

　 　 　 tests　 Ln 　 each 　 sub
−domain

　 　 　 GF 【≡．997　CF【； 1．000　NFI＝．998　TU ＝1．000
　 　 　 A肛C＝18．551RMSEA ＝．000 × 2＝．551（p＝．458）
’
Lness 　questionnaire　to　performttnce
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なく良好で あ り，
モ デ ル は採択 され た．質問紙体

力テ ス トの潜在変数か ら観測変数へ の パ ス 係数は

因子負荷量に相当 し，
0，54か ら0，77と有意 な中等

度の 値を示 した．基準関連妥当性 を示 す潜在変数

間の 相関係数 は有意で あ り，O．77と中等度で あっ

た．

　持久 力領域 の モ デ ル 適合 度 は GFI ＝ 0．992，

CFI ・＝1．eOe，　 NFI − O．981，　TLI ＝1．000と0．95以

上
，
RMSEA ＝ O．000とO．05以

1
ドを示 し，カ イ 2 乗

値 は有意 で は なく良好 で あ り，モ デ ル は採択 され

た。質問紙体力テ ス トの 潜在変数か ら観測変数へ

の パ ス係数は 有意で あ り ，
0。66か ら0，74と中等度

の 値を示 した．潜在変数問の 相関係数 は有意で あ

り，0．66と中等度であ っ た．

　調整 力領域 の モ デ ル 適合 度 は GFI ；O．929，

CFI；O ．978 ，　 NFI ＝0．937，　 TLI 二 967と0．90以上
，

RMSEA ＝・O．068とO．08以下の 値 を示 し，カイ 2 乗

値 は有意 で は な く良好で あ り ，
モ デ ル は採択 さ れ

た．質問紙体力テ ス トの 潜在変数か ら観測変数へ

の パ ス 係数は有意で あ り，0．37か らO．72の値 を示

した．潜在変数間 の 相関係数は 有意で あ り，
0．59

と中等度で あ っ た．

　柔 軟性領域 の モ デ ル 適 合度 は GFI ＝0．997，

CFI ＝1．000 ，
　 NFI ＝0．998，　 TLI ；1．000とO．95以

上 ，RMSEA ＝ 0．000と0．05以下 の 値，カイ 2 乗値

は有意で は な く良好 で あ り，モ デ ル は採択 され た．

質問紙体力テ ス トの 潜在変数か ら観測変数へ の パ

ス 係数は有意で あ り，
0．82

，
0．83とい ずれ も高い

値を示 した．潜在変数間の 相 関係数は有意であ り，

0．82と高 い 値 を示 し た．

　 D ．歩行能 力との 相関

　図 3 は，パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トの 歩行能力 へ の

質問紙体力テ ス ト各下位領域 の 相関関係を示 した

モ デ ル で ある ．筋力 ・筋パ ワ
ー領域 の モ デ ル 適合

度 は GFI ＝ 0．951
，
　 CFI ＝0．989，　 NFI ＝O．955，

乙，、

＼癖 論4
　　鯉 塑

1面

　
40

譲婦遍
　 　

・7
野 　　　　Push

−
ups

　　 餌 　　S曲 ps

〔 〜〜−61
　　 詰 S … d

…
1。 ・g・

・m ・

卜landstand

 

 

 
 

GF 匸＝．951　CFl＝．989　NFI＝．955　TLl＝．983
AIC＝ 59．114RMSEA ＝．052 × 2＝23、114（p＝．1B6）

　
41

醗
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塗鞴
伽

　

　
凵

鮎
／

幾

　

　

　

「
賎

靄

／

＝癌瑠厂
燃祕ゆ

晩物

92

　
71

糟
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・… lng ト・

GFI＝．944　CF 【＝．979　NFI＝ ．956 　TU ＝ ，964
AIC＝53．607　RMSEA ＝，088 × 2＝2t607 〔p＝ ，042）

　　 　　 FigLlre　3，
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TLI＝0．983と0．95以上
，
　 RMSEA ＝0．052と0．08以

下 ，
カ イ 2 乗値は 有意で は な く良好で あ り，モ デ

ル は採択 され た．基準関連妥当性 を示す潜在変数

間の相関係数は 一〇．51と有意な中等度 の 値を示 し

た ．持久力領域 の モ デ ル 適合度は GFI ＝ 0．944
，

CFI＝O．979，　 NFI ＝O．956，　 TLI ＝O．964とO．9以 ヒ

で 良好で あ り，モ デ ル は採択 された．潜在変数 間

の 相関係数 は 一〇．43 と有 意 な中等度 の 値を示 し

た．調 整 力 能力領 域 の モ デ ル 適合 度 は GFI ＝

0．937，CF ［＝0．978
，
　 NFI＝0．943，　 TLI ＝0．966と

0，90以 上
，
RMSEA ＝O ．073 と 0．08以 下，カ イ 2 乗

値 は有意 で は な く良好で あ り，
モ デ ル は採択 され

た．潜在変数間 の 相 関係数は
一

〇．58と有意な中等

度 の 値 を示 した．柔軟性領域 の モ デ ル 適合度 は

GFI＝0．956，CFI＝O．980，NFI＝0．966，TLI＝O．958

とO．95以上 で 良好で あ り，モ デ ル は採択 された．

潜在変数間 の 相関係数は 有意な
一

〇．28 と低 い 値 を

示 した．

1v．考 察

　高齢者集 団の 体力特性 を簡易に評価す る こ と

は
， 健康増 進活動 の 成果 を運動疫学的に検証する

上 で 重要 で あ る ．先行研 究
9 「エ2 ’18）

で は 主 に 日常

生活 における活動能力を測 定す る ため の 質問紙が

開発 され て きたが，パ フ ォ
ーマ ン ス 体力 テ ス トが

対象 とする体力下位領域 を測定す るため の 質問紙

テ ス トはなか っ た，本研究で は安全で 時間が かか

らず ，
か つ

一．一
人で 実施で きる簡易な体力チ ェ ッ ク

方法を検討するため に ，パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トで

測定 され る 体力お よび歩行能力 を妥当基 準 と し

て
， 質問紙体力テ ス トの 妥 当性お よび信頼性 を検

証 した．

　質問紙体力テ ス ト13項 目につ い て ク ロ ン バ ッ ク

の α 係数に よ り内的整合性の 信頼性が確認 され た

（表 2 ）．探索的因子分析 お よ び構造方程 式 モ デ リ

ン グ に よ る検証的因子分 析 の 結 果，筋力 ・筋 パ

ワ
ー
，持久力，調整力，柔軟性の 4 つ の 下位領域

を測定す る 13項 目の 構成概念妥当性が検証 された

（表 4
， 図 1 ）． 4 下位領域 を代表す る項 目に つ い

て パ フ ォ
ー

マ ン ス 体力テ ス トへ の 基 準関連妥当性

は中等度な妥当性係数が得 られ た （表 5 ）．複数 の

質問項 目を下位領域 ご とに尺 度化 し，誤差 の 影響

を取 り除 くた め に ，構造方程式 モ デ リ ン グ を適用

して 質問紙体力テ ス トの 下位領域ご とに パ フ ォ
ー

マ ン ス 体力 テ ス トへ の 基準 関連妥 当性 を検証 し

た．各領域モ デ ル で は採択基 準を越 える良好な適

合度が得 られ ，中等度か ら高 い 妥当性係数が得ら

れた（図 2 ）．

　 以上 の 手続 きか ら得 られ た結果よ り， 筋力 ・筋

パ ワ
ー
，持久力 ， 調整力 ， 柔軟性 の 4 つ の 下位領

域を測定す る 13項 目か ら構成 され る 質問紙体力テ

ス トは内的整合性の 信頼性 と構成概念妥当性 を満

足 する もの の ，パ フ ォ
ー

マ ン ス 体力テ ス トへ の基

準 関連妥当性係数 は 十分に 高 い とは い えなか っ

た ．一
方，本研究 の 対象者は体力テ ス ト経験が乏

し く， 体温や血 圧 と同等に 自身の 体力テ ス ト成績

を把握 して い る とは言 い 難 く， 4 件法回答形式の

質問紙体力テ ス トへ 当て推量で回答して い る可能

性は 否定 で きな い ． したが っ て
， 本研究で 用 い た

4 領域13項目か ら構成される 質問紙体力テ ス トは

パ フ ォ
ー

マ ン ス 体力テ ス トの 完全な代替テ ス トと

して は妥当性が 十分で はない が，実用性 を重視 し

て前期高齢者お よび元気高齢者集団を対象 とする

簡易体力評価法 と して 有用で ある と判断 され る．

　金 ら
lo ＞

が 指摘 する ように ，高齢 者は加齢 とと

もに筋力が低下 し，筋力低下 が歩行機能の 低下 を

引 き起 こ し ， 引 い て は転倒な どを招 く．転倒 など

による寝 た き りを予防す る た め に は歩行能力を維

持増進 させ る必要が あ る
ユ9 ’32）．前期高齢者や元

気高齢者に お い て も歩行 パ フ ォ
ーマ ン ス に よ っ て

自身の 体力 を把握 する こ とが 重 要で あ る こ とか

ら ，
パ フ ォ

ー
マ ン ス 体力テ ス トに対す る妥当性の

検証に加 え て
，

パ フ ォ
ー

マ ン ス 歩行能力テ ス トに

対する質問紙体力テ ス トの 妥当性 に つ い て検討を

加えた．パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トで測定され た歩行

能 力 に 対 する 質問 紙 体力 テ ス トの 筋力 ・筋 パ

ワ
ー
，持久力，調整力，柔軟性 の 4 下位領域 の 相

関関係 を検証 した．歩行 に基礎 的 に関与す る と考

え られ る筋力 ・筋 パ ワ
ー領域は

一
〇．51

， 調整力領

域 は 一
〇．58，持久力領域 は

一．43 と中等度 の 相関

係数が得 られ た． こ れ ら の 結果か ら ， 柔軟性 を除

く質問紙体力テ ス ト項目は歩行能力に基礎 的 に 関

N 工工
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与 し て い る筋力 ・筋パ ワ
ー
，調整力，持久力を測

定して い る と判断され た．

　日常生活で の 歩行動作 を規定する体力要 因と し

て 筋力が挙げ られ
4 ’s）

，歩行動作 に 大 きく関与 し

て い る 筋群で は下肢筋群 に加 えて体幹筋群の 大腰

筋が歩行パ フ ォ
ー

マ ン ス に大 きく影響 して い る こ

と が 報告 され て い る
15）．質問紙体力テ ス トで は

歩行能力に対する筋力 ・筋パ ワ ー領域 の相 関係数

は 一〇．51で あ り， 歩行能力 に基礎的 に関与 して い

る筋力が評価 され て い る と判断 され る ．また，歩

行能力に は運動調整系の能力で ある平衡性が大き

く関わ っ て い る、小 野 ら
19）

は高齢者が転倒す る

原因 として バ ラ ン ス 能力の 低下 を指摘 して い る．

質問紙体力テ ス トで は歩行能力に対す る調整力領

域の 相関係数は
一

〇．58で あ り ， 歩行能力に基礎的

に 関与 して い る平衡性が 評価 され て い る と判断 さ

れる．

　高齢者の 健康増進活動 を推進するた め に，多 く

の 市 町村 で 運 動教 室 の 展 開が始 め られ て き て い

る．運動疫学研究の 立場で は，健康増進 に取 り組

む元気高齢者集団の体力特性 を簡易 に把握する こ

と が 求め られ る ，本研究で は 中高齢者105名 を対

象に ，質問紙体力テ ス トの 信頼性お よび妥当性を

検証 した．対象者の 年齢範囲は 65歳〜75歳を中心

と し
， 平均年齢は 67．ユ± 6．1歳で あ っ た，簡易な

質問紙体力テ ス トの 有効利用年齢 な らびに運動疫

学研究の 進展 を考慮す る と
， 今後 は後期高齢者お

よ び 低体力高齢者集団に焦点を当て た簡易質問紙

体力テ ス トの尺度特性検討が残 された課題である

と考えられる ．

当性 の 検証， 3）構造方程式 モ デ リ ン グ を適用 し

た質問紙体力テ ス トの 基準関連妥当性の 検証で あ

っ た ．質問紙体力テ ス トの ク ロ ン バ ッ ク の α 係数

はO．83で あ っ た．探索的因子分析 に よ り， 筋力 ・

筋 パ ワ
ー
，持久力，調整力，柔軟性の 4 因子が抽

出 された．検証的 因子構造モ デ ル は高 い 適合度 と

有意に 高い パ ス 係数を示 し，構成概念妥当性が検

証 された．各下位領域の 基準関連妥当性モ デ ル は

高い 適合度 を示 し，筋力 ・筋パ ワ
ー
領域 の 基準関

連妥当性係数はO．77
， 持久力領域 はO．66，調整力

領域は 0．59，柔軟性領域は 0．82で あ っ た．各下位

領域の 歩行能力へ の 相関モ デ ル は高い 適合度を示

し，筋力 ・筋パ ワ
ーの相関係数の 絶対値は 0．51

，

調整力はO．58，持久力は O．43，柔軟性領域 はO．28

で あ っ た．こ れ らの 結果 は
，
4下位領域 13項 目か

ら構成 され る質問紙体力テ ス トは信頼性 と構成概

念妥当性を満足 する こ とを示 した．本研究で 開発

し た 質問紙体力テ ス トは パ フ ォ
ー

マ ン ス 体力テ ス

トの 代替テ ス トと して の 妥当性 は十分で は な い

が ， 比較的元気な 中高齢者集団 の 簡易体力評価法

と して有用 で ある と判断 され た．

　本原著 に 用い た研究成果の
一
部は，平成11〜ユ6年度

に 実施 さ れ る 文部科学省科学技術振興調整 費（代表

村上 和雄）に よ り実施 されたもの で あ る．こ こ に 記 し

て感謝する．

　　　　　　　　　 （受理 日　平 成15年 2 月 6 日）

V ．ま　　 と　　 め

　本研 究 で は 中高齢者の ため の 簡易な質問紙に よ

る体力チ ェ ッ ク方法 の 体力評価可能性 を検討す る

た め に
， 質問紙体力テ ス トの 信頼性お よび妥当性

を検証す る こ とを目的 とした．地域在住 の 平均年

齢67．1± 6．1歳 の 中高齢者 105名 を対象 に，質問紙

体力 テ ス ト13項 目 とパ フ ォ
ーマ ン ス 体力 テ ス ト13

項 目 の 測定 を実施 した ，デ ータ解析の 手順 は 1）

信頼性の検証， 2）探索 的因子分析お よび検証 的

因子分析 を用 い た 質問紙体力テ ス トの構成概念妥
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